
 

  ＜校長挨拶＞ 令和８年度「墨東の教育」を開始します！      

４月１日付で校長に着任しました、石川 拓（いしかわた

く）と申します。入学、進級、おめでとうございます。 

私は本校の開校年と同じ昭和62年（1987年）に、障

害を有する子供たちに出会って、以来、障害を有する子供た

ちと、そのご家族の生活の質を高めること、そのためのつな

がりを創ることに、取り組んでまいりました 

40年の間に、医療的ケアの施策が進んで、在宅や病院で

過ごしていた子供たちが通学できるようになりました。 

「行ってらっしゃい」「お帰り！」と言えることが嬉しい

とおっしゃっていたご家族の顔を思い出します。 

ハンドサッカーに出会った子供が、社会人になって電動

車いすサッカーチームで活躍しています。車いすサッカー

を続けるために懸命に働いています。「ハンドサッカーに出

会わなかったら、自分の人生はなかったです」と言っていた

ことを思い出します。 

以前は、たくさんのスイッチを複雑に組み合わせて、パソ

コンやコミュニケーション機器を操作していました。セッ

ティングした機器の位置がずれるたびに誰かが直さなくて

はなりませんでした。タブレットや視線入力の技術が導入

されるようになって、ある保護者の方が「私にも、子供にも

自分の時間が少しだけできました」とおっしゃっていたこ

とを思い出します。 

ある児童は、退院して地域の学校に戻るときに「勉強面白

かった」と、満面の笑顔で退院していきました。都内のたく

さんの病院関係者の協力があって、いつでもどこでも勉強

できる環境が整備されました。 

医療機関の皆様に感謝をお伝えしたいです。 

多くの人のつながりがあって、豊かな教育環境が整備さ

れてきました。40年前には夢だった「今」です。 

40年、変わらぬ営みとして、学校の中では毎日毎日、保

護者の皆様のご協力を得ることで、一人一人の健康を保ち

ながら、一人一人に合わせた学びを積み重ねています。 

保護者の皆様に、心から感謝申し上げます。 

学校の外に向けて、子供たちの存在を伝えること、必要な

支援の継続と環境整備が進められる地域づくりは、これま

でも、これからも続く課題です。ぜひ、保護者の皆様のお力

を頂戴したいです。 

前任の西岡陽子校長の後を継いで、子供たちが卒業後も

墨東で学んだことを誇りに思って、自信をもって巣立つこ

とができるように、教職員の力を束ねて、学校運営に力を注

いでまいります。どうぞよろしくお願いいたします。  

                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                         

 本校の教育部門について：「Ｓ部門」「Ｂ部門」           

本校は、＜視覚障害・聴覚障害・肢体不自由・知的障害・

病弱＞の５障害等のいずれかを有する子供の特別な教育ニ

ーズに応じた専門教育を行う「特別支援学校」として法に定

められた小・中学校・高等学校に準ずる学校です。本校では、

障害があると認められた児童・生徒に対し、敢えて「肢体不

自由」や「病弱」と繰り返し示す必要はないとの考えから、

校内や保護者向けの文書等では、教育部門を以下のような

「略称」で示しています。 

略 称（右は一部併称の場合） 公 式 名 称 

Ｓ 部 門 Ｓ（肢）部門 肢体不自由教育部門 

Ｂ 部 門 Ｂ（病）部門 病弱教育部門 

 また、訪問教育を行う「つばさ学級」は、S部門（在宅訪

問）、B部門（病院訪問）双方にまたがることから、昨年度

よりそれぞれの名称を「在宅訪問つばさ学級」「病院訪問つ

ばさ学級」と整理しています。 

表記例：「Ｓ小」＝肢体不自由教育部門小学部、「Ｓ在訪つ

ばさ」＝肢体不自由教育部門在宅訪問つばさ学級、「Ｓかも

め分教室」＝肢体不自由教育部門かもめ分教室、「Ｂ病訪つ

ばさ」＝病弱教育部門病院訪問つばさ学級、「Ｂいるか分教

室」＝病弱教育部門いるか分教室 

 

 令 和 ８ 年 度   校 長 ・ 副 校 長 の 御 紹 介 ！      

石川 拓 校長＜本校１年目＞ 

⇒学校経営の総指揮 

 

大橋 智(さとる) 副校長＜本校３年目＞  

⇒S部門中学部・高等部 

S部門在宅訪問つばさ学級 

今年度から、在宅訪問つばさ学級も担当いたします。美術

科なので、作品制作や展示にとても興味関心があります。今
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年度も児童・生徒の皆さんがつくったすてきな作品たちに

出会えることを今からワクワクしております。 

 

藤井 夢（ゆめ） 副校長 ＜本校２年目＞ 

⇒S部門小学部 

着任してから２年目となり、今年度からは、医療的ケアも

担当いたします。チーム墨東の皆さんと力を合わせ、安全で

安心できる、明るく活気のある学校づくりを目指していき

たいと思います。どうぞよろしくお願いいたします。 

 

渡辺 浩子 副校長＜鹿本学園から：本校１年目＞ 

⇒S部門かもめ分教室 

B部門いるか分教室 

B部門病院訪問つばさ学級 

私は校歌の「大事な仲間達 手と手をつないで歩んでい

こう」という歌詞が好きです。墨東特別支援学校の仲間達は、

学んでいる場所は違っても、みんなが「大事な仲間達」に連

なって共に未来へ歩んでいっています。情報部の担当副校

長として、学校の取り組みを皆さんへ発信していけるよう

に努めてまいります。どうぞよろしくお願いいたします。 

 

＜予告＞ ４/17(金)10 時～体育館で全校保護者会！   

 前半の全体会では、今年度の学校教育活動の重点や変更

点などについて、保護者の皆様に御説明いたします。後半は

学部別→学年別の保護者会で構成します。ぜひ御参加くだ

さい。（別途、改めて御案内します。）  

 

 校長 石川 拓 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〇学校電話対応時間 

平日：午前8時00分から午後５時30分まで 

長期休業中： 

午前8時30分から午後５時０0分まで 

※土、日、祝日、休日、学校閉庁日（8月10，

12，13，14日、1月4日）は、終日留守番電

話で対応いたします。 

 

【副校長携帯：番号が変わっています！】 

肢体不自由教育部門 中学部・高等部担当 

０８０－４４５５－５７２９（大橋） 

肢体不自由教育部門 小学部担当 

医療的ケア担当 

０８０－４４５５－５７３０（藤井） 

病弱教育部門・分教室担当 

０８０－４４５５－５７２８（渡辺） 

 

 

 

 

本校「公式Ｘ」のフォロワー登録をお願いします！ 

  

本校の「Ｘ」をフォローし、 

通知設定していただくと、ほぼ毎日 

更新している「Ｘ」のページで、 

その日の学校の様子などを見ていた 

だくことができます。学校からの 

お知らせなども発信していますので、 

ぜひ、本校「公式Ｘ」のフォロワー 

登録をお願いします。 

 


